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【講演要旨】ヒトを含む哺乳動物には大きく分けて二種類の線毛
が存在する．気道や卵管の上皮や脳室上衣に見られる動く線毛と，
全身のほぼ全ての細胞に1本ずつ生えている一次線毛である．前者
は細胞外の粘液などの液体を流すために15～20Hzで非対称な往
復運動を繰り返している．後者は細胞外の因子や水流を感知する“ア
ンテナ”として機能している．近年，線毛の構造や機能の異常を原
因とする疾患を線毛病（Ciliopathy）と総称し，原因となる遺伝
子変異が次々と明らかになるなど，線毛研究が世界的に盛んになっ
ている．われわれは特に線毛の細胞骨格に注目し，イメージング
を軸に動く線毛と一次線毛の両方を対象に線毛の形態や動き・動
態について解析してきた．本講演では，線毛研究の最近のトレン
ドから，われわれが発見した新しい知見について未発表のものも
含めて紹介したい．
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